
1870 年刊（A.D.1870）  

ギュスターヴ・ドレ (1832〜1883）の 230 点の版画入り聖書の  

豪華版で、1870 年にシュツットガルトから出版されたものである。  

（高野山大学図書館 HP 「図書館の紹介」より）  
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【第一回】(2009 年 11 月号) 

 

今月からしばらくの間、本学図書館が購入した古典籍をご紹介いたします。お読みいただいた方の

なかから、古典籍に興味を持ってくださる方が一人でも多くあらわれることを念じております。  

 

 図書館長：武内孝善  

今回紹介する古文書一通は、灌頂を授受した証として伝授阿闍梨から受

者にさずけられる印信三通―印明・血脈・紹文―のうちの紹文 (しょうの

もん )にあたります。紹文とは、密教をインド・中国、そして日本におい

て師資相承されてきた由来を文章で記したものです。この文書は、覚寛が

證阿に学法灌頂を授けたときの紹文ですが、①日付がないこと、②本文を

朱筆でもって訂正していること、などから、案文 (あんもん )、つまり下書

きと考えられます。この灌頂がいつ行なわれたかは、日付がないので不明

です（他の史料にも明記されていません )。  

 伝授阿闍梨の覚寛 (覚観とも記す )は、「大将阿闍梨」または「書写阿闍梨」

と称され、白河天皇の御子で左大臣藤原家忠に養われたといわれ、大治三

年（一一二八 )三宝院の開祖勝覚から伝法灌頂を受法しました。證阿につ

いては、この案文から①もと静暹と称していたこと、②覚寛から学法灌頂を受法したこと、の二つしか判りません。  

 この案文には、巻首に「高山寺」の蔵書印、端裏に「臺第三十二箱」と高山寺聖教にみられる箱番号が記されていることから、

かつて高山寺に所蔵されていたことが知られます。また、全体にわたって朱の仮名・返り点・音合符が付されており、その仮名

の書体から平安時代末期の一二世紀後半に書かれたものとみなして大過ないと考えます。  

 『密教大辞典』によると、小野流では印信として印明・血脈・紹文の三通が、広沢流では紹文をのぞいた二通が授与されたと

あります。しかし古い印信をみていますと、広沢流でも紹文が授与されていたことが判明いたします。また、これら紙に書かれ

た印信が、真言宗内でいつから授与されるようになったのかについても、いまだ解明されていません。これら印信の歴史を考え

るときにも、この案文は少なからず示唆を与えてくれるものと考えます。   

 

 

9 月 18 日～20 にかけて中部イタリア神学大学代表団の方々が高野山大学を訪問いたしました。その

際、図書館では貴重書と聖書等の展観を行いました。  

≪展示物の紹介≫ 

『Die Heilige Schrift Alten und Neuen Testaments 

 - Pracht Ausgabe mit zweihundert und dreissig Bildern von Gustav Doré -』 
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（編集後記）  

秋も深まってきましたね。あちらこ

ちらで葉が色づき始めています。今

年は冷夏だったからでしょうか秋が

一段と肌寒く感じられます（吉）  
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2009年 11月の開館予定表

切り取り 

 

 

 

1111 月月  

  

１.『私服だらけの中井正広  

増刊号～輝いて～』 

２.『しがみつかない生き方』 

３.『KAT-TUN LIVE DOCUMENT 

PHOTO BOOK “BREAK the 

RECORDS』 

４.『うちの 3 姉妹』 

５.『日本人の知らない日本語』 

６.『星守る犬』 

７.『IQ84』（1）（2） 

８.『差別と日本人』 

９.『半島へ、ふたたび』 

10.『心霊探偵八雲』 

本 やタウン  

毎 月 1 日 のランキング

です。 
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2009年 10月の開館予定表
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11/21～22 の二日間にかけて「21 世紀高野山医療フォ－ラム」が開催されます。  

今回、医療フォーラムに講演する方々の書籍を一部ご紹介します。  

玄侑宗久 

1956 年、福島県三春町生まれ。仏教や禅にまつわるエッセイや対談本も多く、 2001 年に『中陰の花』

で第 125 回芥川賞を受賞。 

代表作『中陰の花』（922/チ/18）文藝春秋, 2005 

 

柳田邦男 

1936 年栃木県鹿沼町生まれ。ノンフィクション作家として活躍。精神を病んだ次男が自殺する体験を

綴った『犠牲（サクリファイス）  わが息子・脳死の 11 日』を発表し、第 43 回菊池寛賞を受賞。 

代表作『犠牲（サクリファイス） わが息子・脳死の 11 日』（922/キ/18）文藝春秋, 2001 

 

瀬戸内寂聴 

1922 年徳島県徳島市生まれ。小説家であり天台寺名誉住職。近年では『源氏物語』に関連する著作が

多い。1992 年、『花に問え』で谷崎潤一郎賞を受賞。 

代表作『釈迦と女とこの世の苦』（207/シ/56）NHK 出版, 2002 

                                        はお休みです  

≪10 月・11 月の開館予定表＆全国売上ベスト 10！

≫ 
 

今月の･･･ぴか！ 

9:00-18:00 13:00-18:00
9:00-17:00 13:00-17:00
9:00-12:00 閉館
9:30-16:30 13:00-16:30
9:00-19:00

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%A5%E5%B7%9D%E8%B3%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%83%E6%9C%A8%E7%9C%8C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8F%8A%E6%B1%A0%E5%AF%9B%E8%B3%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B0%8F%E8%AA%AC%E5%AE%B6
http://ja.wikipedia.org/wiki/1992%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B0%B7%E5%B4%8E%E6%BD%A4%E4%B8%80%E9%83%8E%E8%B3%9E

